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厚生労働省ならびに中央労働災害防止協会は「安全は 急がず焦らず怠らず」をスローガンに、

令和４年７月１日～７月７日までの期間において「全国安全週間」を展開し、労働災害を防止する

ために自主的な活動の推進と職場での安全意識を高め、安全を維持する活動の定着を図ることとし

ております。 

全産業に見る労働災害は長期的には減少をしていますが近年は増加傾向にあり、中でも就業人口

の高齢化による高年齢労働者の労働災害や、転倒や腰痛といった労働者の作業行動に起因する労働

災害が顕著に増加している状況となっています。このような状況下において労働災害を減少させる

ためには、事業者・労働者双方が基本ルールを徹底するとともに、基本ルールを遵守・実行するた

めの時間的・人員的に余裕を持った業務体制を構築することが重要となってきます。 

 

 

 
 
 

 

 

 

全国的に梅雨入りし、今後は湿度・気温が高くなることが予想され、熱中症の危険性が一段と高

まる季節となりました。こまめな休憩や水分補給を心掛けるとともに、体調が優れない場合は無理

をしないようにご注意願います。 

終わりに、組合員および現場第一線で働く労働者の心と体の健康管理は基より、リフレッシュを

図り安全労働を確保する観点で取り組みを行っている通建連合「一斉安全休工日」の２０２２年度

第２回目を７月に設定しております。安全労働を確保するためにも、取り組みへのご協力をお願い

致します。 
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